
第４章　動　　　　　物

第１節　土壌動物（ササラダニ類）

　昭和52年に土壌動物、主にササラダニ類の調査を行なった。調査地点は、表４－１及び図4－1 に示

すA～Fまでの６地点である。採集、標本処理については星野（1979）の方法（角型5 cmコア採集、

ツルグレン法による抽出）に準じて行なった。集合プレパラートの小型節足動物のうちササラダニ亜

目については、原則として種のレベルまで同定を行なった。



　出現した種は、表４－２に示した46科68属129種であった。

　A地点は、高茎草原であり、毎年土砂が落下、堆積して、土壌が常に撹乱されている場所である。

自然環境の良好なところに多いと考えられる下等ササラダニ類は、６種、全体の26％しか占めておら

ず、全種数も25と、６地点の中でもっとも少ない。

　B地点は、かつて出造りのあったところに植林されたオニグルミ林であるが、クリやミズナラの巨

木もあり、植生は豊かである。しかし、自然観察用歩道があり、踏みつけなどの人為的干渉もみられ

　る。出現した種数は、31種と少なく、下等ササラダニ類も10種と、全出現種の35％であった。アミメ

オニダニ科・オニダニ科の種数は他の地点よりやや多く、またツノバネダニ科・ケタフクロフリソデ

ダニ科・フリソデダニ科の種数も多く、全体として草地性の種組成に近い特徴を示した。

　c 地点は、かつてはブナ林であったと推察されるが、現在は、ミズナラの巨木の混る二次林である。

全種数は46種、下等ササラダニは21種で、全ササラダニ種数の47％と多く、この種組成からみて、自

然状態は悪くない。

　D 地点は、谷筋に立地するブナ林であり、みたところ林相・土壌とも良好であり、全種数が61種と、

全調査地点で最も多く、下等ササラダニの種数も23種、38％と少なくはない。また、環境破壊にきわ

めて弱いとされているユウレイダニもみられる。オオハラミゾダニは暖地性の種類であるが、比較的

標高の高いこの地点だけで採集されたことが注目される。

　Ｅ地点は、急傾斜の山腹で、ブナ伐採跡地には樹高の低い二次林が立地している。植生の被覆が少

ないため、外気温の影響が直接土壌に及ぶと思われ、土壌環境は決して良好でないはずである。全種

数が45種、下等ササラダニが17種､38％である。採取深度が5cm以下であることを考慮するならば、サ

サラダニの種数などからみる限りは、比較的土壌環境はよいことになる。

　Ｆ地点は、林道切土法面の肩（上端）から6 m林内に入った地点で、道路工事の影響は無視できな

いかもしれない。全種数は40種、下等ササラダ-は13種、33％でいずれも多くない。

　以上６地点は、標高600 m～1,300 m にわたり、ブナ帯であるため、ササラダニ相では、ブナ帯下

部の暖帯林性の種（クゴウイレコダニ、オオハラミゾダニ、ツヤタマゴダニ、ヤマトオオイカダニ、

コブヒゲダニなど）とともに、ブナ帯上部亜高山帯針葉樹林性の種（マイコダニ、チビメクラササラ

ダニなど）もみられた。

　全出現種数は129種であったが、未調査・未整理の部分も多く、また比較できるようなブナ帯のサ

サラダニ調査もなく、現時点では、林道沿線のブナ帯土壌の状況を、ササラダニ相から明確に判定す

ることはできない。







第2節　河　川　生　物

　現在、尾添川流域に自然分布する魚類は、イワナとカジカ（ゴリ）の2種類だけである。イワナは、手取川

本流（標高100m 程度）から、標高1.000 m～1.200 m の支流まで分布している。しかし、蛇谷流域

の支流のうちでも、合流点に落差の大きな滝のある支流、例えばシリタカ谷、岩底谷などには、分布

しないという。また、白山林道沿いの支流で、工事の影響のあった瓢箪谷の魚密度は、近年減少した

という。蛇谷本流では、シリタカ谷合流点付近にある発電用取水口から下流の減水区では、個体数は

少ない。

　カジカは、昭和30年代前半には、蛇谷本流などに相当高密度でみられたが、取水、林道工事などの

影響によるものか、その姿は著しく減少した。

　これらの２種の他に、サクラマス（陸封型はヤマメ）が湖上していたことは、伝聞や、また「鱒帰

り」（雄谷川）という地名のあることから明らかである。しかし、本流に大型の堰堤が建設されてか

ら、湖上するサクラマスだけではなく陸封していたと推察される本種（ヤマメ）も、全く絶えてしま

った。

　尾添川本流あるいは、大規模な支流、例えば雄谷下流部や蛇谷などの底生動物は著しく貧弱である。

水生昆虫類では、シマトビケラ、ミドリカワゲラ、コカゲロウなど、1回の採集で５種類程度しかみ

られないことが多い。林道工事による土砂の流出が、この貧弱な生物相の原因であることも否定でき



ない。しかし、尾添川流域は、県下でも有数の豪雪地帯であり、さらに急傾斜地も多く、一部地域の

基磐岩はもろく、崩壊地も少なくない。これらの自然条件があいまって、尾添川は工事着工以前も融‘

雪期や洪水期に大量の土砂流出がみられ、河床の安定しないいわゆる「荒れ谷」であったと推察され

る。

　５年間の調査期間中も、堆積土砂量には変化（図4 －2 参照）がみられるものの、底生動物には回

復傾向は、ほとんどみられなかった。河床の安定していないこととともに、融雪期の洪水の高水位

と、取水による渇水といった流量の著しい変動も、底生動物が貧弱になっている原因の一つであるこ

とは明らかである。

　これに対して、小規模な支流や支沢は、底生動物も豊富であり、図４－３に示すように、本流の底

生動物のかなりの部分は、支流から供給されていると考えられる。中宮温泉付近の灯火採集によって





得られたトビケラ27種のうち約15種までは主として支流に分布する種であった（表４－３）。

　尾添川本流や大型の支流は、現在荒れ谷であり、底生動物も少ないのにもかかわらず、イワナにつ

いては、高い生産性を保っている。これらの資源を保全し、さらに河川環境の改善をはかるためには、

林道などの工事に際して、土砂流出を最小限にくいとめるような工法や土留工の施工が必要である。

また、夏期の渇水が生物のみならず、河川景観にも悪影響を与えていることは明白であり、河川の生

態系を維持する水量を確保することが望ましい。白山林道の開通により、交通の便がよくなるととも

に、遊漁者が増加している。尾添川は、本流から支流まで水域を広く移動利用する大型イワナの生息

する国内でも数少ない場所である。これらの貴重な天然資源を保全するため、産卵場の確保、禁漁期

の徹底が必要であり、またー部区間については禁漁区を設定することが望ましい。

第３節　昆　　虫　　類

　尾添川流域、とくに白山林道周辺の昆虫相については、表４－４に示した。現在、種名の判明して

いるものは８日246種である（水生昆虫類を除く）が、未調査のグループも多く、さらに種類数は増

加することは確実である。

　林道沿線には、緑化工施工の際の吹き付け種子に由来するヨモギ、イタチハギなどの群落がみられ

る。ヨモギにはヨモギハムシ、アイノゾウムシが、イタチハギにはエンドウアブラが、また播布種子

に混入していたと思われるイタドリにはイタドリハムシといった食植性の昆虫がみられる。これらの

昆虫は、現在は外来性植物に依存してはいるものの、本来当該地域に分布していたものと考えられ、







現在のところ昆虫類では新しく侵入した種や分布を拡大した種は、確認されていない。

　また、裸地化した部分では、ミヤマフキバッタの個体数が多く、一部の植物に食害がみられる。し

かし、ブナ林など天然植生の残っているところでは、フキバッタの食害はほとんどみられない。

　尾添川流域に分布する昆虫のなかで、注目される種類としては、アサマシジミ、ミヤマハンミョウ、

ハクサンホソヒメクロナガオサムシがあげられる。アサマシジミは、本州中央山地の個体群から隔離

された個体群で、数も決して多くなく保護の必要性は高い。ミヤマハンミョウは、分布西南限にあた

る個体群であり、ハクサンホソヒメクロナガオサムシは山頂部に分布するハクサンクロナガオサムシ



シと並んで、白山において種分化の進行している昆虫であり、保護の必要性が高い。

　林道沿線の植生には、とくに昆虫による顕著な食害はみられないが、林道山頂部近くのクロベの枝

枯れは、恐らく昆虫によると考えられる。種名は、現時点では、明らかになっていない。

第4節　鳥　　　　　類

　林道沿線の鳥類の種類相及び季節的、年次的な変化を知るため、主にライントランセクト法による

調査を行なった。調査範囲は自然保護センターから三方岩岳のピークまでの、林道及び登山道沿いで、

調査は早朝から始め､午前中に終えるようにした。観察幅は調査コースの片側50 mずつ100m幅であ

る。

　センサスの結果に、これ以外に観察された種類も含め、確認できた鳥類は29科、75種（表４

－５）である。積雪や林道開設時期の関係から、晩秋から春までの調査がほとんど行なえなかった

ので、実際にはこの時期の種類を中心にさらに増えるものと思われる。夏期と秋期のセンサス結果を

表4-6及び表４－７に示した。

　夏期にはセンサス範囲外を含め、３年間の合計で47種が確認された。優占種はキセキレイ（16.4

％）､ホオジロ（14.6％）、ウグイス（9.6％）、カケス（8.3％）、オオルリ（7.3％）などである。

優占上位種の配列には年次変化はほとんどみられない。秋期には28種確認され、シジュウカラ

（22.1 % ）、ウグイス（13.0％）、キセキレイ（10.3％）、ヒガラ（9.9％）、カケス（8.4％）な

どが優占種である。夏期にくらべると、優占上位種の年次的なちがいが多い。

　過去の調査例がないので、林道建設以前の鳥類相が不明であるが、白山山系の他の場所で自然環境

（植生、地形、標高など）がよく似ており、林道建設等人為的影響のない高三郎山の鳥類相と蛇谷の

鳥類相を比較してみる。

　高三郎山では、夏期にはコルリ、ウグイス、シジュウカラ、ヒガラ、カケスが優占上位種である。

一方蛇谷では、キセキレイ、ホオジロが特に優占しているのが目立ち、コルリがごく少数であるのが

大きなちがいとなっている。他のウグイス、シジュウカラ、ヒガラ、カケスは両地域にともに優占上

位の種類となっている。両地域とも調査範囲には、ブナ林や岩角地のクロベ（ヒノキ）－ヒメコマツ

林があること、及び急傾斜でブナ林周辺には低木林や高茎草原が多いことなどが、共通種の多いこと

に反映しているものと考えられる。蛇谷で最優占種となっているキセキレイは、林道沿い及び沢沿い

に多く観察され、林の中などにはいない。また、トンネル、土砂止め、路肩などの人工物や、沢沿い

の岩石のすき間などに営巣場所が見つかっている。次にホオジロは林道沿いの草地や低木林に多く観

察される。これら２種は、いずれも林道建設の影響による環境の変化にともない、生息適地が増えた

１）上馬康生　1977 犀川源流地区の鳥類、石川県の自然環境.第３分冊鳥獣、66－80、石川県

2）　1978 犀川上流、高三郎山の鳥類1）繁殖期における鳥類群集構造、石川県白山自然保護センター

　　　　　　　　　研究報告､第 4集、63－78、石川県



たために増加したものと考えられる。一方コルリが高三郎山にくらべ蛇谷で特に少ないのは、この鳥

がブナ林の低木の繁みを生息地としており、林道沿いには適した場所が少ないためであり、林道建設

による減少とも考えられる。

　秋期には高三郎山ではシジュウカラ、ヒガラ、カケス、ウグイスが優占し､これに､ときにヒヨドリや

ツグミなどの移動中の群が加わっている。一方蛇谷では優占種の構成は、キセキレイ、ホオジロを除

くと高三郎山とよく似ている。

　林道建設の影響で、増加したり減少したと考えられる種類があるものの、鳥類相全体からみると、

ガラス、ドバト等の俗化を示す種は極めて少なく、ごく一部（中宮温泉付近にハシボソガラスがみら

れる）に限られており、自然度の比較的高い種構成を示している。

　次に蛇谷の鳥類相で特記すべき種について述べることにする。

　イヌワシは蛇谷には１番が生息していることが確認されており、調査期間中、昭和53年と昭和56年

に当才と思われる幼鳥を観察し、繁殖が確認された。また巣も３か所で発見されているが、いずれも

期間中は未使用であり、別の巣があると考えられる。イヌワシの繁殖の中心時期は晩秋～春と林道の

閉鎖時期にあたるため､生息に対する林道の影響は少ないものと思われる。



　ヤイロチョウは昭和55年６月８日の午前５時30分～6時頃に白山自然保護センター近くのブナ・ミ

ズナラ林を、囀りながら移動していくのを確認している。白山地域での初記録であり、この日だけの

記録である。

　クロジは白山地域のブナ帯上部から亜高山帯下部にかけての、低木層の発達した疎林にみられるが、

今まで繁殖は未確認であった。今回当該地域で営巣を確認することができた。







第５節　ほ　乳　類

1.ニホンカモシカ

　　石川県下には、大日山系、白山山系及び医王山系の山地942ｋ㎡に2,150頭から3.000頭が生息

　すると推定した（水野ほか1982 ）。　その中で尾添川流域は特にカモシカの生息密度が高い区域

　ということができる。この区域ではこれまでにも種々の調査研究がなされてきた。森下・村上は

　糞から生息密度を推定して1.6～4.3頭／ｋ㎡を求め、蛇谷の48k㎡に90～140頭とした。目附谷流

　域では密度4.4～9.1頭／k㎡、27.9k㎡に181～206 頭と推定した（水野・茨木1980）。また桜井



は個体識別によるカモシカの社会構造の研究と併せて、中宮温泉湯谷で1973年に、16頭から

1978年の33 頭に増加したとも報告している。この流域へ冬から残雪期にかけて入山する多くの

人が、過去10年間でも、カモシカを目撃することは増えてきたと言う。

　牛首川との合流から上流の尾添川流域全体190k㎡は、ほぼ全域がカモシカ分布地域である。

冬期間の分布に限れば、高密度区域が117k㎡（5～7頭／k㎡）、中密度区域が8k㎡（～4頭／k㎡）

低密度区域が43k㎡（1.5～2頭／ｋ㎡）となり推定頭数670～940頭とすることができる。

　尾添川流域はカモシカの死亡個体がよく発見されるところであり1972年から1980年までの9

年間に、白山自然保護センターで把握している死亡・負傷等は21個体にのぼる（表4－8）。

　死因で最も多いのは雪崩による圧死と推定される12例である。白山林道の法面を滑落して死亡

したものが２例、また車の接近で親とはぐれたものが１例あり、地域個体群の大きさからすれば

影響は小さいものではあるが。一つの事件ということができる。

2.ニホンザル

　　尾添川流域は特にサルの群れが多い地域であり、1970年にはじめて群れ分布の概要が整理さ

　れた
。

それによると、同流域の支流、蛇谷、中ノ川、丸石谷、雄谷に計８群248～259頭が分布

　すると推定していた。その後詳細な調査が進められ、群れ識別が進んで再検討が加えられ、昭和

　56年時点で６群、280から330 頭の範囲とみられている。カムリA群81頭、カムリ C群 23 頭、

　タイコA群65～75頭、タイコB群40～50頭、雄谷の群れ35～45頭、国見の群れ40～50頭

　が知られている。

　　中宮温泉近くのジライ谷で吉野谷村と白山自然保護センターによって餌付けされているカムリ

　の群れは、餌付け以来15年間に2回の分裂をみた。昭和41年餌付いて直後に分裂したカムリB群

　は昭和48年頃より明確な記録がなく、オスグループが繁殖力の弱いグループでその後消滅した可

　能性がある。昭和56年の冬から春にかけて２回目の分裂があり、23頭のカムリc群 が生まれ、餌

　場を共有しながら母群カムリA群の遊動域のー部を使っている。

　　餌付けは当初よりできるだけ野生を保つために、給餌場と観察場を分離すること、一般観察者

　からは食物を与えず、管理者の与える餌も加工しない大豆、小麦、トウモロコシ、リンゴに限っ

　たこと。冬期間は餌を与えないことなどに留意してきた。これらの方法によって、観察者にいた

　ずらしたり、周囲の旅館等への侵入はほとんどなく、野生味があって落ちついたサルとして評価さ

　れている。また近くに田畑や果樹園がないことから、それらへの被害も発生していない。

　　白山林道の開通と、それによる観光客が増加した頃から、来園者が与える食物から本来白山の

　サルは知ることのなかったバナナやミカンを食べるサルが出現した。中宮温泉の旅館周辺に食べ

　ものをねだりに来たり、ジライ谷向いの白山林道で停車した車に接近していくなど、やや馴れす

1）河合雅雄ほか　1970,白山周辺におけるニホンザルの生態学的調査I.白山の自然（石川県）:335－343

2）滝沢　均、1981.新群誕生-カムリ A群の分裂・はくさん、9(3): 12－15



ぎの心配がでてきた。カムリC群は白山林道の料金所より上流に行動域を固定しつつあり、餌場

へはＡ群との関係から出にくくなっていることから、車中から餌を与えたりすると常時林道へ出

て車を待つようになる危険がある。これらがエスカレートすると、゛こじきザル″や゛いたずら

ザル″として白山の野猿の価値を失うばかりでなく、人や物に対する被害発生に結びつく。それ

を防ぐには何よりも餌場以外で一般観察者や観光客から食物をもらうことを絶対におぼえさせな

い事である。

　蛇谷上流域に遊動域をもつ国見の群れがある。夏は国見山の南斜面から瓢箪谷にかけ、冬は

姥が滝周辺を遊動していた群れで、白山林道の工事中にもしばしば沿線で見られている。昭和52

年６月に約50頭（林業公社職員観察）、同年９月にサブグループと思われる２集団計37頭を13号

トンネル上方で観察している。これを最後に国見山、瓢箪山の林道斜面からサルの情報がなく

なった。昭和55年には三方岩岳で大きな群れが観察されている（白川村大杉氏情報）ことから、

以｡前国見山を中心に遊動していたこの群れが、白山林道の開通によって、瓢箪谷の奥、三方岩

岳から野谷荘司山へ移動したものと推定される。冬期の生息地は調査のため入山が困難な地域で

あるため把握されていないが、姥が滝周辺と考えられる。

3.ツキノワグマ

　　尾添川流域は牛首川上流部と合せてツキノワグマの分布密度が高く、人の近づきにくい地域や

　原生林が多いこともあって、クマの越冬地としても良好な環境を残している。約1km四方の国土

　数値情報でいう基準地域メッシュを単位としてみると、尾添川流域面積約190k㎡のうち村落や道

　路沿線と亜高山帯から上部を除く約11Ok㎡がクマの越冬可能地ということができる。

　この一帯は古くから伝統的にクマ狩が行なわれてきた地域で、現在も有害鳥獣駆除隊によって

　猟は続けられている。過去５年間におけるクマの捕獲は全て残雪期に集中しており。直接駆除隊

　と接触して調査した捕獲頭数は、昭和52年14頭、53年5頭、54年10頭、55年14頭、56年16頭であ

　った。白山ろく３か村（吉野谷、尾口、白峰）のクマの推定生息頭数300～400 頭のうち、

　面積も大きく、原生林の多い尾添川流域には半数以上が分布すると考えられる。アメリカの各地

　のクロクマの生息動態の研究では、生息数の10％程度までの捕獲では地域個体群は減少傾向にな

　いといわれている。これからみると尾添川流域でのクマの捕獲数はこの地域のクマの数を急激に

　減少させるものではないと推定できる。

　　クマは常に害獣として追われている動物なので非常に警戒心が強く、人や車の近くへはめった

　に姿を見せない。従って白山林道がクマの分布の中心部を縦貫しているにもかかわらず、林道で

　クマを見たという情報はほとんどない。これは林道が利用されている期間はクマがその沿線を避

　けて生活しているものと考えられ、生息地分断の影響はある。しかし夜間と冬期間通行がないこ

1）森下正明・水野昭憲，1970，-ホンツキノワグマの習性と個体数推定．白山の自然（石川県）:322-329

2）Cowan, I McT., 1972, The statts and conservation of bears of the worl d.

　　Ｂ Bears ・ BM: 343～367



　とと、トンネルか多いことのため、林道の影響はかなりやわらげられているとは推察される。

4.小ほ乳類等

　　中宮温泉・白山林道沿線には、白山およびその周辺に分布するほ乳類43種のうち高山帯だけに

　分布するミズラモグラ・ニイガタヤチネズミ、人家周辺だけに見られるアブラコウモリ・ノネコ、

　そして少雪地にわずかに見られるニホンイノシシの計５種が分布していない。その他の白山地域

　に分布する全ての38種（表４－９）がこの地域で確認または分布推定された。



　オコジョは通常高山帯に生息するが、高三郎山での確認などからみて、岐阜県境の陵線部には

分布していると考えられる。食虫目とげっ歯目の中に、推定したものがいくつかあるのは、この

地域で確認はなくとも白山ろくの周辺地域で採集されているもので、植生、標高からみて分布は

確実とみてよい種である。コウモリ類は他の調査が少ないのでさらに未記録の種が見つかる可能

性を残している。この５年間に尾添川流域で記録されたもののうち、モモジロコウモリ、ウサギ

コウモリ、テングコウモリとコテングコウモリは、今調査によってはじめて石川県下から記録さ

れたものである。白山林道のトンネルは夜間通行がされていないので、コウモリ類の夜の休息場



として使われている。コテングコウモリ、モモジロコウモリがトンネルの天井に止っているのを

観察した。

　ドブネズミ、クマネズミは人間についてきたり、ゴミの多いところに出現するものであるが、

中宮温泉に見られるだけで、林道沿線では確認されなかった。同じような意味で、ノイヌは一里

野から中宮温泉の間に見られるが､通常は一里野を本拠地としているノラ犬と見ることができる。

ノネコは入り込んでいない。これらいわゆる俗化指標種は中宮温泉までしか入っていない。
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